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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

2014年６月18日付をもって提出した臨時報告書の記載事項のうち、新株予約権の発行価格等、未定の事項が2014年７

月３日に確定しましたので、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、臨時報告書の訂正報告書を提出するも

のです。

 

２【訂正内容】

(3）発行価格

（訂正前）

二項モデルにより以下の基礎数値に基づき算出した１株当たりのオプション価格に下記(5)に定める付与株式数を

乗じた金額とする。

但し、二項モデルによる算定方法は以下の通りである。

割当日から権利行使終了日までの期間 を間隔 で等分割したとき、時点 におけるオプション価値

 

は、株価変動性 、無リスクの利子率 、配当利回り を用いて
 

 

 

 

と表すことができる。

また、権利行使終了日時点におけるオプション価値は、株価 、行使価格 を用いて、
 

 

となる。ここで、 である。この権利行使終了日時点のオプション価値 を(1)式を用いて、

 

から まで逐次的に解くと、割当日時点 におけるオプション価値 が得られ、これが１株当

たりのオプション価値となる。

さらに、期中の行使が可能である期間には、(1)式の代わりに次式を用いることで、早期行使を考慮して１株当た

りのオプション価値を求めることができる。

 
本件においては、割当日から権利確定日までの期間 については、(1)式、権利行使開始日から権利行使終了日

 

までの期間 については、(2)式を用いて１株当たりのオプション価値 を算定した。

 

１株当たりのオプション価格

 

ⅰ　株価 ：2014年７月３日の東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値（当日に終値がない

場合は、それに先立つ直近の取引日の終値）

ⅱ　行使価格 ：１円
 

ⅲ　割当日から権利確定日までの期間 ：３年
 

ⅳ　割当日から満期までの期間 ：20年
 

ⅴ　株価変動性 ：20年間（1994年７月３日から2014年７月３日まで）の当社普通株式の普通取引の各取

引日の終値に基づき算出した変動率

ⅵ　無リスクの利子率 ：残存年数が上記ⅳに定める期間に対応する国債の利子率
 

ⅶ　配当利回り ：１株当たりの配当金（2013年９月中間期および2014年３月期末の配当実績）÷上記ⅰに

定める株価
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（訂正後）

新株予約権１個当たり127,900円（１株当たり1,279円）とする。

 

(4）発行価額の総額

（訂正前）　　　未定

（訂正後）　　　290,205,100円

 

訂正箇所は＿＿＿罫で示しています。
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